
L
A
か
ら
や
っ
て
来
た
、

き
っ
か
い
な
絵
を
描
く
ア
ー
チ
ス
ト
、

ゲ
イ
リ
ー・パン
タ
ー
の
ラ
イ
ブ・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

LAからやって来た、
きっかいな絵を描くアーチスト、
ゲイリー・パンターの
ライブ・ペインティング

　

落
書
き
の
キ
ー
ス
・
ヘ
リ
ン
グ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
帰
っ
た
と
思
っ
た
ら
、

今
度
は
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
か
ら
、
パ
ン
ク
・
コ
ミ
ッ
ク
の
ゲ
イ
リ
ー
・
パ
ン
タ
ー

が
や
っ
て
き
て
、
大
い
に
刺
激
を
与
え
て
く
れ
た
。

　

キ
ー
ス
は
地
下
鉄
の
ア
ド
ボ
ー
ド
に
落
書
き
し
て
い
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
つ
い

た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ゲ
イ
リ
ー
の
方
は
、
プ
ロ
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し

て
け
っ
こ
う
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

イ
ア
ン
・
マ
ク
レ
ガ
ン
や
フ
ラ
ン
ク
・
ザ
ッ
パ
の
レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
か
、

『
タ
イ
ム
』
誌
の
カ
バ
ー
ま
で
手
が
け
る
一
方
、
パ
ン
ク
・
ロ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ

ン
『
S
L
A
S
H
』
に
コ
ミ
ッ
ク
を
連
載
。　

　

そ
の
コ
ミ
ッ
ク
『
J
I
M
B
O
』
は
、
作
品
集
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
R
A
W 

B
O
O
K
S
か
ら
出
版
さ
れ
、
日
本
版
も
今
年
１
月
、

松
文
社
か
ら
出
た
。

　

そ
れ
に
続
い
て
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
オ
ー
バ
ー
ア
ー
ト
』
で
の
作
品
展
、

そ
し
て
来
日
と
い
う
こ
と
に
相
成
っ
た
わ
け
だ
。
今
回
の
来
日
の
目
玉

は
、
2
m
×
5
m
の
大
キ
ャ
ン
バ
ス
に
そ
の
場
で
描
い
ち
ゃ
う
と
い
う
、

池
袋
西
武
の
ス
タ
ジ
オ
2
0
0
で
行
わ
れ
た
〝
ラ
イ
ブ
・
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
〞。

　

は
じ
め
慎
重
に
構
図
を
決
め
て
い
る
姿
は
意
外
だ
っ
た
が
、
時
が
経

つ
に
つ
れ
て
、
大
胆
な
筆
遣
い
に
な
っ
て
き
て
、
最
後
に
は
手
を
使
っ

た
り
、
筆
で
は
ね
を
飛
ば
す
手
法
ま
で
飛
び
出
す
始
末
。

　落書きのキース・ヘリングがニューヨークに帰っ

たと思ったら、今度はロサンジェルスから、パンク・

コミックのゲイリー・パンターがやってきて、大い

に刺激を与えてくれた。

　キースは地下鉄のアドボードに落書きしていて

ギャラリーがついたということだが、ゲイリーの方

は、プロのイラストレーターとしてけっこう仕事を

しているようだ。

　イアン・マクレガンやフランク・ザッパのレコー

ドジャケットとか、『タイム』誌のカバーまで手が

ける一方、パンク・ロック・マガジン『SLASH』

にコミックを連載。

　そのコミック『JIMBO』は、作品集としてニュー

ヨークの RAW BOOKSから出版され、日本版も

今年１月、松文社から出た。

　それに続いて『ギャラリー・オーバーアート』
での作品展、そして来日ということに相成っ
たわけだ。今回の来日の目玉は、2m×5m
の大キャンバスにその場で描いちゃうという、
池袋西武のスタジオ 200で行われた“ライブ・
ペインティング”。
　はじめ慎重に構図を決めている姿は意外
だったが、時が経つにつれて、大胆な筆遣
いになってきて、最後には手を使ったり、筆
ではねを飛ばす手法まで飛び出す始末。
「どういうものを描くか混沌としていて、クリ
アーでなかったため、こういう形になった」（ゲ
イリー談）そうで、全体をまとめるに苦労した
のかも。
　最初、黒で 1時間以上描きこんでから、朱、
緑、黄、白で彩色、全体を 2 時間で描き上げた。
この色について後で観客から質問が出たが、
ゲイリーは「公の場で描くことは、見ている
人たちの時間に責任を負うこと。退屈なもの
を作りたくないので、色に関しても強くて明る
くてシンプルなものを選んだ」と説明している。

Morisawa Inc.

18pt/26pt 字間ツメ

10pt/17pt 9pt/16pt

9pt/16pt 字間ツメ

10pt/17pt 字間ツメ

16pt/24pt 字間ツメ

リュウミン L-KO ［使用見本］
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、
大
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に
刺
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を
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イ
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・
マ
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レ
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や
フ
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ン
ク
・
ザ
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の
レ
コ
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ド
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ッ
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と
か
、

『
タ
イ
ム
』
誌
の
カ
バ
ー
ま
で
手
が
け
る
一
方
、
パ
ン
ク
・
ロ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ

ン
『
S
L
A
S
H
』
に
コ
ミ
ッ
ク
を
連
載
。　

　

そ
の
コ
ミ
ッ
ク
『
J
I
M
B
O
』
は
、
作
品
集
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
R
A
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B
O
O
K
S
か
ら
出
版
さ
れ
、
日
本
版
も
今
年
１
月
、

松
文
社
か
ら
出
た
。

　

そ
れ
に
続
い
て
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
オ
ー
バ
ー
ア
ー
ト
』
で
の
作
品
展
、

そ
し
て
来
日
と
い
う
こ
と
に
相
成
っ
た
わ
け
だ
。
今
回
の
来
日
の
目
玉

は
、
2
m
×
5
m
の
大
キ
ャ
ン
バ
ス
に
そ
の
場
で
描
い
ち
ゃ
う
と
い
う
、

池
袋
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武
の
ス
タ
ジ
オ
2
0
0
で
行
わ
れ
た
〝
ラ
イ
ブ
・
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
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は
じ
め
慎
重
に
構
図
を
決
め
て
い
る
姿
は
意
外
だ
っ
た
が
、
時
が
経

つ
に
つ
れ
て
、
大
胆
な
筆
遣
い
に
な
っ
て
き
て
、
最
後
に
は
手
を
使
っ

た
り
、
筆
で
は
ね
を
飛
ば
す
手
法
ま
で
飛
び
出
す
始
末
。

　落書きのキース・ヘリングがニューヨークに帰っ
たと思ったら、今度はロサンジェルスから、パンク・
コミックのゲイリー・パンターがやってきて、大い
に刺激を与えてくれた。
　キースは地下鉄のアドボードに落書きしていて
ギャラリーがついたということだが、ゲイリーの方
は、プロのイラストレーターとしてけっこう仕事を
しているようだ。
　イアン・マクレガンやフランク・ザッパのレコー
ドジャケットとか、『タイム』誌のカバーまで手が
ける一方、パンク・ロック・マガジン『SLASH』
にコミックを連載。
　そのコミック『JIMBO』は、作品集としてニュー
ヨークの RAW BOOKS から出版され、日本版も
今年１月、松文社から出た。

　それに続いて『ギャラリー・オーバーアート』
での作品展、そして来日ということに相成っ
たわけだ。今回の来日の目玉は、2m×5m
の大キャンバスにその場で描いちゃうという、
池袋西武のスタジオ 200で行われた“ライブ・
ペインティング”。
　はじめ慎重に構図を決めている姿は意外
だったが、時が経つにつれて、大胆な筆遣
いになってきて、最後には手を使ったり、筆
ではねを飛ばす手法まで飛び出す始末。
「どういうものを描くか混沌としていて、クリ
アーでなかったため、こういう形になった」（ゲ
イリー談）そうで、全体をまとめるに苦労した
のかも。
　最初、黒で 1時間以上描きこんでから、朱、
緑、黄、白で彩色、全体を 2 時間で描き上げた。
この色について後で観客から質問が出たが、
ゲイリーは「公の場で描くことは、見ている
人たちの時間に責任を負うこと。退屈なもの
を作りたくないので、色に関しても強くて明る
くてシンプルなものを選んだ」と説明している。
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リュウミン R-KO ［使用見本］
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　落書きのキース・ヘリングがニューヨーク
に帰ったと思ったら、今度はロサンジェルス
から、パンク・コミックのゲイリー・パンター
がやってきて、大いに刺激を与えてくれた。
　キースは地下鉄のアドボードに落書きして
いてギャラリーがついたということだが、ゲイ
リーの方は、プロのイラストレーターとして
けっこう仕事をしているようだ。
　イアン・マクレガンやフランク・ザッパの
レコードジャケットとか、『タイム』誌のカバー
まで手がける一方、パンク・ロック・マガジ
ン『SLASH』にコミックを連載。

　そのコミック『JIMBO』は、作品集
としてニューヨークのRAW BOOKSから
出版され、日本版も今年１月、松文社か
ら出た。
　それに続いて『ギャラリー・オーバー
アート』での作品展、そして来日という
ことに相成ったわけだ。今回の来日の目
玉は、2m×5m の大キャンバスにその場
で描いちゃうという、池袋西武のスタジ
オ 200 で行われた“ライブ・ペインティ
ング”。
　はじめ慎重に構図を決めている姿は意
外だったが、時が経つにつれて、大胆
な筆遣いになってきて、最後には手を使っ
たり、筆ではねを飛ばす手法まで飛び出
す始末。
「どういうものを描くか混沌としていて、
クリアーでなかったため、こういう形に
なった」（ゲイリー談）そうで、全体をま
とめるに苦労したのかも。

Morisawa Inc.

19pt/29pt 字間ツメ

11pt/19pt 10pt/17pt

10pt/17pt 字間ツメ

11pt/18pt 字間ツメ
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リュウミン M-KO ［使用見本］



人
は
水
と
米
が
あ
れ
ば

生
き
て
い
け
る
。

う
る
お
い
の
あ
る
暮
ら
し
で

人
生
設
計
を
よ
り
豊
か
に

少
年
よ
、大
志
を
抱
け
B
oys B

e A
m
bitious.

野
菜
を
摂
る
な
ら
サ
ラ
ダ
よ
り
温
野
菜
で

心
が
健
康
な
ら
、す
べ
て
う
ま
く
ゆ
く

呼
吸
し
て
い
る
の
は

人
間
だ
け
で
は
な
い
。

│
│
森
が
す
べ
て
を
変
え
る

近
頃
、お
肌
が
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
?

捨てない生活、
浄化する街へ。

100年後の未来を
想像できますか？
クォリティを追求したらこうなりました。

人間はいつまでも
　　“不自由”である。

H 36pt/42pt 字間ツメ H 30pt/40pt 字間ツメ B 26pt 字間ツメ M 24pt 字間ツメB 28pt 字間ツメU 28ptU 40pt 字間ツメ

B 36pt/44pt 字間ツメ

U 18pt/24pt 字間ツメ

H 17pt  字間ツメ

M 42pt/50pt  字間ツメ

B 32pt/42pt 字間ツメH 22pt
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リュウミン KO (M, B, H, U) ［使用見本］
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